金銭消費貸借契約書
　大阪太郎を甲，大阪一郎を乙，奈良二郎を丙として，当事者間において次のとおり金銭消費貸借契約を締結した。
第１条　貸主甲は，次条以下の約定で借主乙に対して金５００万円を貸し渡し，乙はこれを借り受け受領した。
第２条　本件貸金に対する利息は，元金に対して年4分の割合とする。
第３条　借主乙は，本件借受金の元金及び利息を一括して，平成　　年　　月末日限り貸主甲に持参または送金して支払う。
第４条　乙が賃借している末尾記載の店舗の保証金が前条の弁済期日より前に乙に対して返還された場合には，乙は，前条の規定にかかわらず，返還金を受領した翌日より起算して３日以内に甲に対して前条の弁済をなることとする。
第５条　乙が，第三者から差押・仮差押・仮処分を受け，若しくは競売の申立または破産宣告の申立を受けたときは，乙は当然期限の利益を失い，その時における元利金を一括して直ちに甲に支払うこととする。
第６条　乙が，前条により期限の利益を喪失したとき，または本契約に定める期日における弁済を遅滞したときには，その時における元利金の合計に対して，期限の利益の喪失した日若しくは弁済期日の翌日から支払済みに至るまで年８パーセントの割合による遅延損害金を付することとする。
第７条　丙は，乙の連帯保証人として，この契約により生ずる乙の甲に対する一切の債務につき連帯保証する。
　　　　　　　　　　　店舗の表示

　所在地　大阪府泉佐野市羽倉崎・・・・・・

　　　　　鉄筋コンクリート造陸屋根１１階建

　　　　　延床面積　○○○○．○○㎡

　専有部分の建物の表示
　　　　　家屋番号

　　　　　鉄筋コンクリート造１階建

　　　　　床面積　　１階部分○○．○○㎡
　　　　　種　類　　店舗
　貸　主　大阪市・・・・・・　　　　　　　
　　　　　有限会社　○○○○
　以上の契約を証するため，本書３通を作成し，各当事者記名捺印のうえ，各１通を保管する。
　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　（甲）大阪府泉佐野市・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　　○　○　　　㊞
　　　　　　　　　　　（乙）大阪市・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　　○　○　　　㊞
　　　　　　　　　　　（丙）大阪市・・・・・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　　○　○　　　㊞








